
令和４年度７月補正予算

（一般会計・通常分）

歳出予算の事業の概要

（予算説明資料）





(単位：千円）

2 1 1
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補正額の財源内訳
特定財源

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

自主防災組織育成事業 地域振興課 総務費 総務管理費 一般管理費 4,334 1,200 5,534 1,200

事業の概要 補正の理由 補正額の特定財源の内訳 節
財源 財源名 金額 区分 金額
諸収入 自治総合センター助成金 1,200 負担金補助 1,200

及び交付金

根拠法令

補正額の財源内訳
特定財源

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

支所非常用発電機設置事
業

地域生活課 総務費 総務管理費 一般管理費 12,423 12,423 6,613 5,800 10

事業の概要 補正の理由 補正額の特定財源の内訳 節
財源 財源名 金額 区分 金額
国 災害時に備えた自衛的な燃料備蓄 6,613 需用費 22

の推進事業費補助金 委託料 12,401
地方債 防災基盤整備事業 5,800

根拠法令

事業名 所管課 款名称 項名称 目名称 補正前 補正額 計 一般財源

事業名 所管課 款名称 項名称 目名称 補正前 補正額 計 一般財源

【事業の概要】
　自主防災組織の育成支援を行い、自主防災組織や
地域の防災活動の活性化を図るとともに、住民の防
災知識や技術の習得の促進を目指し、地域防災力の
向上を図る。

【補正の理由】
　自治総合センターの令和4年度コミュニティ助成事
業に採択されたことから、予算を補正し対応するも
の。

【内容】
　自主防災組織の活動に対する助成
　自主防災組織育成補助金　1,200千円
　対象防災会：永江1区防災会
　対象事業：防災倉庫、発電機、投光器、テント
　　　　　　チェンソー、コードリールの整備

【事業の概要】
　大規模災害時における本庁舎のバックアップ機能
を有する淀江支所の防災拠点機能を強化するため、
非常用発電機の更新を行う。

【補正の理由】
　国の補助金の採択を受けたことから、予算を計上し
対応するもの。

（整備内容）
　支所全館をカバーする非常用発電機の設置及び72時
間以上の電源供給を行うための燃料タンクの整備等

【内容】
　実施設計 7,275千円
　地質調査 5,126千円
　事務費　　　22千円
　※設置工事は令和5年度実施予定
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(単位：千円）

2 1 9
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(単位：千円）
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補正額の財源内訳
特定財源

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

公共交通フェスタ 交通政策課 総務費 総務管理費 企画費 3,500 3,500 3,500

事業の概要 補正額の特定財源の内訳 節
財源 財源名 金額 区分 金額
国 新型コロナウイルス感染症対応地 3,500 負担金補助 3,500

方創生臨時交付金 及び交付金

根拠法令

補正額の財源内訳
特定財源

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

コロナ禍における子育て
応援タクシー事業

交通政策課 総務費 総務管理費 企画費 3,000 3,000 3,000

事業の概要 補正の理由 補正額の特定財源の内訳 節
財源 財源名 金額 区分 金額
国 新型コロナウイルス感染症対応地 3,000 需用費 123

方創生臨時交付金 役務費 77
使用料及び 2,800
賃借料

根拠法令

事業名 所管課 款名称 項名称 目名称 補正前 補正額 計 一般財源

事業名 所管課 款名称 項名称 目名称 補正前 補正額 計 一般財源

【事業の概要】
　公共交通をテーマとしたイベントを開催し、普段
公共交通を利用していない人や今後の公共交通を支
えていくファミリー層等に対し、公共交通の利用に
関する啓発を行う。

【補正の理由】
　コロナ禍により公共交通の利用者は低下している状
況であり、利用の回復に向けて、公共交通をより身近
に感じてもらえるための啓発が必要なため、予算を計
上し対応するもの。

【内容】
　交通事業者、経済団体、本市で組織する実行委員会
の負担金
　実行委員会への負担金　3,500千円
　開催時期：11月予定

【事業の概要】
　新型コロナウイルス感染症の影響により、日常生
活等が制限されている妊産婦の移動支援及び利用者
が大幅に減少しているタクシー事業支援のため、妊
産婦にタクシー券を配付する。

【補正の理由】
　コロナ禍における妊産婦の移動の支援及びタクシー
の利用促進を図るため、予算を計上し対応するもの。

【内容】
　500円券×10枚を対象者に配付
　対象者
　①令和4年4月1日から事業開始時点の間に出産した
　　者
　②事業開始時点において妊婦である者
　③事業開始時点から令和4年11月30日までの間に母
　　子手帳が交付された者



(単位：千円）

2 1 9

18

(単位：千円）

2 1 9

7
8
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13
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補正額の財源内訳
特定財源

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

タクシー事業者燃料高騰
緊急支援事業

交通政策課 総務費 総務管理費 企画費 10,000 10,000 10,000

事業の概要 補正の理由 補正額の特定財源の内訳 節
財源 財源名 金額 区分 金額
国 新型コロナウイルス感染症対応地 10,000 負担金補助 10,000

方創生臨時交付金 及び交付金

根拠法令

補正額の財源内訳
特定財源

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

鳥取大学医学部附属病院
とのまちづくり連携事業

総合政策課 総務費 総務管理費 企画費 1,000 1,000 1,000

事業の概要 補正の理由 補正額の特定財源の内訳 節
財源 財源名 金額 区分 金額

報償費 300
旅費 490
需用費 119
使用料及び 41
賃借料
負担金補助 50
及び交付金

根拠法令

事業名 所管課 款名称 項名称 目名称 補正前 補正額 計 一般財源

事業名 所管課 款名称 項名称 目名称 補正前 補正額 計 一般財源

【事業の概要】
　燃料価格高騰の影響を受けているタクシー事業者
を支援するため、車両の登録台数に応じて補助金を
交付する。

【補正の理由】
　タクシー事業者の経営を支援し、公共交通体系の維
持を図るため、予算を計上し対応するもの。

【内容】
　市内に本社または営業所を有する事業者に対し、タ
クシー車両1台当たり50千円を交付する。
　支給金額：10,000千円（50千円×200台）

【事業の概要】
　鳥取大学医学部附属病院が2030年を目標に新病院
を建設するにあたり、未来の本市のまちづくりの視
点を踏まえた新病院の在り方を検討するための院外
組織として「新鳥大病院建設推進委員会」が設置さ
れる。
　この動きに参画し、新病院建設と連動した本市の
まちづくりについて検討を行うため、調査研究を行
う。

【補正の理由】
　新鳥大病院の建設は、本市の将来のまちづくりに多
大な影響を及ぼすものであり、新病院建設に係る一連
の動きと連動しつつ、本市としても積極的にまちづく
りに係る提言等を行っていく必要があるため、予算を
計上し対応するもの。

【内容】
　新鳥大病院建設推進委員会に参画し、新病院を核と
したまちづくりについての調査研究を実施。
　・視察経費　540千円
　・講演会開催経費　341千円
　・事務費　119千円
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(単位：千円）

2 1 17

18

(単位：千円）

2 1 17

22

補正額の財源内訳
特定財源

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

宝くじ助成事業補助金 地域振興課 総務費 総務管理費 諸費 8,300 8,300 8,300

事業の概要 補正の理由 補正額の特定財源の内訳 節
財源 財源名 金額 区分 金額
諸収入 自治総合センター助成金 8,300 負担金補助 8,300

及び交付金

根拠法令

補正額の財源内訳
特定財源

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

返還金（こども政策課）
こども政策
課

総務費 総務管理費 諸費 7,125 7,125 7,125

事業の概要 補正の理由 補正額の特定財源の内訳 節
財源 財源名 金額 区分 金額
諸収入 補助金等返還金 7,125 償還金利子 7,125

及び割引料

根拠法令

事業名 所管課 款名称 項名称 目名称 補正前 補正額 計 一般財源

事業名 所管課 款名称 項名称 目名称 補正前 補正額 計 一般財源

【事業の概要】
　財団法人自治総合センターが、宝くじの社会貢献
広報事業として実施する助成事業を活用し、自治会
等の集会所の改修やコミュニティ活動に必要な設備
などの整備への助成を行う。

【補正の理由】
　自治総合センターの令和4年度コミュニティ助成事
業に採択されたことから、予算を計上し対応するも
の。

【内容】
　市内の4自治会において、コミュニティ活動に必要
となる備品等を整備し、住民の自主的な活動の促進と
地域の連帯感向上を図る。
　・河崎新田自治会（補助額：1,200千円）
　　地域行事で使用するテント等の備品整備
　・石垣自治会（補助額：2,400千円）
　　自治会の交流事業で使用するテント等の備品整備
　・淀江地区自治会長連合会 （補助額：2,500千円）
　　盆踊り大会等で使用するステージ等の備品整備
　・佐陀新町自治会（補助額：2,200千円）
　　自治会活動に必要な草刈り機等の備品整備

【事業の概要】
　国及び鳥取県から補助を受け、小規模保育事業を
行っていた事業者が令和3年度末をもって廃止したこ
とにより、経過年数に応じて補助金を返還するも
の。

【補正の理由】
　国及び県に対して、速やかに補助金を返還する必要
があるため、予算を計上し対応するもの。

【内容】
　・県支出金返還金　　6,857,499円
　（平成27年度鳥取県安心こども基金特別対策事業
　　小規模保育施設設置促進事業補助金）
　・国庫支出金返還金  　267,000円
　（平成28年度〔平成27年度からの繰越分〕保育所　
　　等整備交付金）



(単位：千円）

2 3 1

12

(単位：千円）

3 1 1

18

補正額の財源内訳
特定財源

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

マイナンバーカード取得
促進事業

市民二課 総務費
戸籍住民基
本台帳費

戸籍住民基
本台帳費

85,625 46,123 131,748 46,123

事業の概要 補正の理由 補正額の特定財源の内訳 節
財源 財源名 金額 区分 金額
国 個人番号カード交付事務費補助金 46,123 委託料 46,123

根拠法令
行政手続における特定の個人を識別するた
めの番号の利用等に関する法律

補正額の財源内訳
特定財源

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

訪問介護サービス事業所
等燃料高騰緊急対策事業

障がい者支
援課

民生費 社会福祉費
社会福祉総
務費

5,400 5,400 2,700 2,700

事業の概要 補正の理由 補正額の特定財源の内訳 節
財源 財源名 金額 区分 金額
国 新型コロナウイルス感染症対応地 2,700 負担金補助 5,400

方創生臨時交付金 及び交付金
県 訪問介護サービス事業所等燃料高 2,700

騰緊急対策事業補助金

根拠法令

事業名 所管課 款名称 項名称 目名称 補正前 補正額 計 一般財源

事業名 所管課 款名称 項名称 目名称 補正前 補正額 計 一般財源

【事業の概要】
　マイナンバーカード取得促進のため、周知・広報
及び市内ショッピングセンター等への申請ブースの
設置等を行い、継続して普及啓発を図る。

【補正の理由】
　DX推進の基盤整備として国がマイナンバーカード取
得促進の取組を強化しており、本市としても普及促進
の取組を更に加速させていくため、予算を計上し対応
するもの。

【内容】
　・マイナンバーカードの普及促進のための周知・広
　　報
　・ショッピングセンター等への申請ブース設置
　・マイナポイント第2弾の対象外の申請者に対し、
　　2,000円相当のクオカード等（5,000人限定）を付
　　与する。

【事業の概要】
　燃料価格の高騰の影響を受ける訪問介護サービス
事業者等を支援するため、訪問する際に使用する車
両の燃料費を補助する。

【補正の理由】
　訪問介護サービス事業所等の運営を支援し、在宅介
護サービス等を受けられる体制を維持するため、予算
を計上し対応するもの。　　

【内容】
　対象事業所：
　訪問介護、訪問入浴介護、居宅介護、重度訪問
　介護、同行援護、行動援護及び移動支援サービス
　を提供している、市内事業所（54事業所）

　補助額：
　車両1台あたり10千円（1事業所あたり10台を上限）
　10千円×10台×54事業所＝5,400千円
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(単位：千円）

3 1 6

12

(単位：千円）

3 2 1

18

補正額の財源内訳
特定財源

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

高齢者スマートスピー
カー活用実証事業

長寿社会課 民生費 社会福祉費 老人福祉費 4,376 4,376 2,188 2,188

事業の概要 補正の理由 補正額の特定財源の内訳 節
財源 財源名 金額 区分 金額
国 デジタル田園都市国家構想推進交 2,188 委託料 4,376

付金

根拠法令

補正額の財源内訳
特定財源

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

放課後児童クラブ施設整
備事業

こども政策
課

民生費 児童福祉費
児童福祉総
務費

41,826 6,925 48,751 14,359 △ 3,717 △ 3,717

事業の概要 補正の理由 補正額の特定財源の内訳 節
財源 財源名 金額 区分 金額
国 子ども・子育て支援整備交付金 14,359 負担金補助 6,925
県 鳥取県子ども・子育て支援整備 △ 3,717 及び交付金

交付金

根拠法令

事業名 所管課 款名称 項名称 目名称 補正前 補正額 計 一般財源

事業名 所管課 款名称 項名称 目名称 補正前 補正額 計 一般財源

【事業の概要】
　コロナ禍において、様々な場面でデジタル化が急
速に進む中、高齢者もその利便性を享受できるよ
う、高齢者がデジタル機器に慣れるとともに、生活
の利便性の向上を支援するため、75歳以上の独居高
齢者宅に、対話型の音声操作が可能なタブレット付
スピーカー（スマートスピーカー）を試行的に設置
する。
　あわせて、スマートスピーカー内のアプリを利用
して健康状態の確認や服薬の確認を行うこと等によ
り健康で安全な生活が送れているか見守りを行う。

【補正の理由】
　国のデジタル田園都市国家構想推進交付金に採択さ
れたことから、予算を計上し対応するもの。

【内容】
　対象者　　30名
　委託内容　機器購入、設定設置等
　委託料　　4,376千円

【事業の概要】
　放課後児童クラブを設置する民間事業者に対し、
施設整備費の一部を助成する。

【補正の理由】
　交付金の補助率がかさ上げされることによる負担割
合及び民間事業者の事業費に変更が生じたため、予算
を補正し対応するもの。

【内容】
　補助率の変更　
　　国:2/9→1/2　県:2/9→1/8　市:2/9→1/8
　　設置者:1/3→1/4
　補助金額の変更
　　わくわくキッズplus　17,190千円→22,951千円
　　大国館DOSUKOIスポーツ放課後児童クラブ
　　　　　　　        　12,036千円→13,200千円



(単位：千円）

4 1 1

18

(単位：千円）

4 1 2

10
17

補正額の財源内訳
特定財源

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

公衆浴場確保対策事業 健康対策課 衛生費 保健衛生費
保健衛生総
務費

2,692 1,020 3,712 510 510

事業の概要 補正の理由 補正額の特定財源の内訳 節
財源 財源名 金額 区分 金額
県 公衆浴場確保対策事業費補助金 510 負担金補助 1,020

及び交付金

根拠法令
公衆浴場の確保の特別措置に関する法律第6
条

補正額の財源内訳
特定財源

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

ＩＣＴでつながるフレイ
ル予防実践事業

健康対策課 衛生費 保健衛生費
健康増進事
業費

2,849 2,849 2,849

事業の概要 補正の理由 補正額の特定財源の内訳 節
財源 財源名 金額 区分 金額
諸収入 人生100年時代づくり・地域創生ソ 2,849 需用費 1,581

フト事業交付金 備品購入費 1,268

根拠法令

事業名 所管課 款名称 項名称 目名称 補正前 補正額 計 一般財源

事業名 所管課 款名称 項名称 目名称 補正前 補正額 計 一般財源

【事業の概要】
　物価統制令により入浴料金の統制を受けており、
原油の価格高騰分を入浴料金に転嫁できず、経営の
圧迫を受けている公衆浴場を運営する事業者に対
し、従来からの運営費助成に加え、燃料費の差額分
を助成する。

【補正の理由】
　原油価格高騰により、公衆浴場の適切な管理運営に
支障が生じることが予測されるため、予算を補正し対
応するもの。

【内容】
　3事業者（1事業者あたり上限額340千円）

（重油使用事業者）
　10,000ℓ（年間上限）×34円（R2平均との単価差）
　×2事業者＝680千円
（電気使用事業者）
　60,000kwh（年間上限）×5.7円（R2平均との単価
　差）×1事業者＝340千円

【事業の概要】
　市内29カ所の公民館にリモート会議用の中継用機
器を配備して、本市がフレイル対策拠点において実
施する運動教室を各公民館にオンライン中継するこ
とで、身近にフレイル予防実践に参加できる体制を
構築する。

【補正の理由】
　フレイル予防実践のサテライト開催経費について、
地域社会振興財団の交付金の採択を受けたことから、
予算を計上し対応するもの。

【内容】
　備品購入費　1,268千円
　　リモート会議用機器、プロジェクター
　消耗品費　1,581千円
 　 LANケーブル､スクリーン等

- 7 -
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(単位：千円）

4 1 3

1
4
10
11
12
13

(単位：千円）

4 2 2

12

補正額の財源内訳
特定財源

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

新型コロナウイルスワク
チン接種体制確保事業

健康対策課 衛生費 保健衛生費 予防費 523,466 210,243 733,709 210,243

事業の概要 補正の理由 補正額の特定財源の内訳 節
財源 財源名 金額 区分 金額
国 新型コロナウイルスワクチン接種 143,567 報酬 1,753

対策費国庫負担金 共済費 360
国 新型コロナウイルスワクチン接種 66,676 需用費 1,094

体制確保事業費国庫補助金 役務費 18,511
委託料 187,365
使用料及び 1,160
賃借料

根拠法令
予防接種法附則第7条による同法第6条第1項
のみなし適用

補正額の財源内訳
特定財源

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

一般廃棄物処理原油高騰
対策事業

クリーン推
進課

衛生費 清掃費 塵芥処理費 746 746 746

事業の概要 補正の理由 補正額の特定財源の内訳 節
財源 財源名 金額 区分 金額

委託料 746

根拠法令

事業名 所管課 款名称 項名称 目名称 補正前 補正額 計 一般財源

事業名 所管課 款名称 項名称 目名称 補正前 補正額 計 一般財源

【事業の概要】
　新型コロナワクチン予防接種3回目を終了してから
5か月経過する60歳以上の市民と18歳から60歳未満の
基礎疾患を有する市民等に4回目接種を実施する。

対象者数：
　60歳以上　45,000人
　18～60歳未満の基礎疾患を有する方等　10,200人
接種体制：
　集団接種、個別接種及び巡回接種

【補正の理由】
　国の方針を受け、4回目のワクチン接種を実施する
ための経費について、予算を補正し対応するもの。

【内容】
　令和4年8月～令和4年9月分を計上
　　会計年度任用職員人件費　　2,113千円
　　コールセンター委託料　　 27,775千円
　　個別接種委託料　　　　　143,167千円
　　接種券作成、送付費用　　 24,455千円

【事業の概要】
　新型コロナウイルス感染症の影響等により軽油の
価格が高騰していることから、一般廃棄物処理に係
る運搬業務委託料に、軽油の価格高騰分を追加す
る。

【対象】
　令和3年度以前に運搬業務を委託契約した事業者
　①一般廃棄物収集運搬業務（H31契約分）
　②飛灰セメント原料化収集運搬業務（R3契約分）

【補正の理由】
　燃料価格の上昇により、経営に影響を受ける事業者
に対して委託料を見直すことで、一般廃棄物処理に伴
う安定的な輸送を確保するため、予算を計上し対応す
るもの。

【内容】
　①増額：425千円
　②増額：321千円
　（積算）
　　年間走行距離×軽油価格差／輸送車両燃費
　①72,786km×35.6円/ℓ／6.1km/ℓ = 425千円
　②51,100km×22.6円/ℓ／3.6km/ℓ = 321千円



(単位：千円）

6 1 6

18

(単位：千円）

7 1 2

18

　

補正額の財源内訳
特定財源

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

酪農経営緊急支援事業 農林課
農林水産業
費

農業費 畜産業費 1,716 1,716 1,716

事業の概要 補正の理由 補正額の特定財源の内訳 節
財源 財源名 金額 区分 金額
国 新型コロナウイルス感染症対応地 1,716 負担金補助 1,716

方創生臨時交付金 及び交付金

根拠法令

補正額の財源内訳
特定財源

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

もっとよなごを元気に！
飲食店応援事業

商工課 商工費 商工費
商工業振興
費

116,800 116,800 116,800

事業の概要 補正の理由 補正額の特定財源の内訳 節
財源 財源名 金額 区分 金額
国 新型コロナウイルス感染症対応地 116,800 負担金補助 116,800

方創生臨時交付金 及び交付金

根拠法令

事業名 所管課 款名称 項名称 目名称 補正前 補正額 計 一般財源

事業名 所管課 款名称 項名称 目名称 補正前 補正額 計 一般財源

【事業の概要】
　国際情勢の不安定化に伴う酪農の配合飼料や輸入
牧草の価格急騰に対し、飼料代の一部を支援するこ
とで、経営安定化と所得の維持を図る。

【補正の理由】
　既に飼料代が高騰していることから、速やかに支援
を行うため、予算を計上し対応するもの。

【内容】
　事業主体：大山乳業農業協同組合
　対象費用：基準価格（1,536円）を超えた1頭あたり
　　　　　　の飼料価格高騰分（上限2,100円）
　　　　　　　※基準価格は令和3年度より算出
　対　　象：市内2事業者（50頭分）
　補 助 金：1,716千円
　補 助 率：1/6

【事業の概要】
　市内飲食店が以下の条件で利用された際の割引額
を飲食店に対し支援する事業について、実績見込み
により事業費を追加するもの。
①1人あたり1,000円以上　⇒  500円割引
②1人あたり2,000円以上　⇒1,000円割引
　※令和4年4月11日から6月30日まで実施
　※鳥取県が認証した「新型コロナ安心対策認証
　　店」または「新型コロナウイルス感染予防対
　　策協賛店（接待を伴う店を除く）」であるこ
　　と。

【補正の理由】
　認証店の参加店舗数と換金率が見込を大きく上回
り、割引額相当の負担金が不足する見込みのため、予
算を計上し対応するもの。

【内容】
　負担金　116,800千円　
　（積算）
　204,000千円(現計予算) - 320,800千円（見込額）

- 9 -
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(単位：千円）

7 1 2

18

(単位：千円）

7 1 2

18

補正額の財源内訳
特定財源

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

オミクロン株影響対策特
別支援金

商工課 商工費 商工費
商工業振興
費

206,368 83,000 289,368 83,000

事業の概要 補正の理由 補正額の特定財源の内訳 節
財源 財源名 金額 区分 金額
国 新型コロナウイルス感染症対応地 83,000 負担金補助 83,000

方創生臨時交付金 及び交付金

根拠法令

補正額の財源内訳
特定財源

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

消費喚起イベント開催応
援事業

商工課 商工費 商工費
商工業振興
費

3,500 3,500 3,500

事業の概要 補正の理由 補正額の特定財源の内訳 節
財源 財源名 金額 区分 金額
国 新型コロナウイルス感染症対応地 3,500 負担金補助 3,500

方創生臨時交付金 及び交付金

根拠法令

事業名 所管課 款名称 項名称 目名称 補正前 補正額 計 一般財源

事業名 所管課 款名称 項名称 目名称 補正前 補正額 計 一般財源

【事業の概要】
　県の「オミクロン株影響対策緊急応援金」の対象
事業者に対し、本市独自の支援金を上乗せ支給する
事業について、実績見込みにより事業費を追加する
もの。
＜支給額＞　①②の合計額
①県支給額の1/2（基本部分）
　※認証店を複数有する場合の加算部分を除く
②県認証店・協賛店の多店舗加算
　50千円×認証店・協賛店2店舗目以降の店舗数

【補正の理由】
　県の「オミクロン株影響対策緊急応援金」の申請件
数が当初の見込みを上回り、補助金が不足する見込み
のため、予算を補正し対応するもの。

【内容】
　補助金　83,000千円
　（積算）
　204,400千円(現計予算) - 287,400千円（見込額）

【事業の概要】
　市内の商業者グループ・商業団体等が実施するイ
ベントにおいて、集客促進につながる経費の一部を
補助する。

【補正の理由】
　商業イベントの開催支援を通じて、にぎわいの創
出・地域経済の回復を図るため、予算を計上し対応す
るもの。

【内容】
　補助金　3,500千円（350千円×10件）
　＜内訳＞
　①イベント来訪者へのプレミアム経費
（参加特典、追加サービス等の集客につながる経費）
　　上限額200千円（1出店者あたり20千円を上限）
　　補助率10/10
　②広告宣伝費
　　上限額150千円　補助率3/4



(単位：千円）

7 1 2

12

(単位：千円）

7 1 2

1
3
4
8
10
11
18

補正額の財源内訳
特定財源

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

地産地商物産展開催事業 商工課 商工費 商工費
商工業振興
費

1,500 1,500 1,500

事業の概要 補正の理由 補正額の特定財源の内訳 節
財源 財源名 金額 区分 金額
国 新型コロナウイルス感染症対応地 1,500 委託料 1,500

方創生臨時交付金

根拠法令

補正額の財源内訳
特定財源

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

今夜はもう１軒！２次会
利用促進応援事業

商工課 商工費 商工費
商工業振興
費

21,858 21,858 21,858

事業の概要 補正の理由 補正額の特定財源の内訳 節
財源 財源名 金額 区分 金額
国 新型コロナウイルス感染症対応地 21,858 報酬 944

方創生臨時交付金 職員手当等 227
共済費 185
旅費 34
需用費 243
役務費 225
負担金補助 20,000
及び交付金

根拠法令   

事業名 所管課 款名称 項名称 目名称 補正前 補正額 計 一般財源

事業名 所管課 款名称 項名称 目名称 補正前 補正額 計 一般財源

【事業の概要】
　市内事業者への支援を目的とした物産展を、市内
百貨店等にて実施する。

【補正の理由】
　新型コロナウイルス感染症の影響を受けている市内
事業者に対し、市内百貨店等を会場とした物産展にて
販売機会の提供を通じ支援を行うため、予算を計上し
対応するもの。

【内容】
　開催委託料　1,500千円
　＜内訳＞　
　500千円×3回

【事業の概要】
　夜8時以降の飲食店利用客に対し、飲食代金及びタ
クシーまたは運転代行利用料金の一部を支援する。

＜割引条件＞
○夜8時以降に県が認証した「新型コロナ安心対策認
証店」に入店し、1人あたり2,000円以上の飲食を行
い、その店舗でタクシー・運転代行を呼んで利用す
る場合、飲食店及びタクシー・代行利用料金の割引
券を発行する。
○割引券は飲食代500円分、タクシー・代行利用料
500円分がセットの合計1,000円分の割引券。

【補正の理由】
　主に二次会等により収益をあげていた飲食店や利用
者の送迎を行っていたタクシー・運転代行事業者は、
新型コロナウイルス感染症の影響が大きく、客足が戻
らない状況が続いている。本事業により、これらの事
業者を支援することで、地域経済の活性化につなげる
ため、予算を計上し対応するもの。

【内容】
　割引券　20,000千円
　（1,000円×100枚×200店舗分）
　事務費　1,858千円
　（周知ポスター作成、人件費等）

- 11 -
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(単位：千円）

7 1 3

12

(単位：千円）

8 4 5

14

補正額の財源内訳
特定財源

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

皆生温泉回遊促進実証事
業

観光課 商工費 商工費 観光費 2,000 2,000 2,000

事業の概要 補正の理由 補正額の特定財源の内訳 節
財源 財源名 金額 区分 金額
諸収入 自治総合センター助成金 2,000 委託料 2,000

根拠法令

補正額の財源内訳
特定財源

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

公園施設長寿命化事業 都市整備課 土木費 都市計画費 公園事業費 23,241 20,000 43,241 10,000 10,000

事業の概要 補正の理由 補正額の特定財源の内訳 節
財源 財源名 金額 区分 金額
国 社会資本整備総合交付金 10,000 工事請負費 20,000

地方債 公園事業 10,000

根拠法令

事業名 所管課 款名称 項名称 目名称 補正前 補正額 計 一般財源

事業名 所管課 款名称 項名称 目名称 補正前 補正額 計 一般財源

【事業の概要】
　皆生温泉の砂浜・海岸遊歩道の有効活用による活
性化を目指し、来訪者の滞在時間延長や人流の促進
を検証する社会実験を行う。

【補正の理由】
　一般財団法人自治総合センターの活力ある地域づく
り助成事業に採択されたことから、予算を計上し対応
するもの。

【内容】
　期　  間：9月～10月の週末を想定
　対象場所：皆生温泉の砂浜及び海岸遊歩道
　委 託 料：2,000千円
　委託内容：飲食ブースの設置、キッチンカーの出
　　　　　　店、休憩スペース・オブジェ等の設置、
　　　　　　広報等の一連の社会実験の企画運営
　　　　　　及び結果検証

【事業の概要】
　都市公園利用者の安心・安全を図るため、公園施
設について、公園施設長寿命化計画に基づき改築・
更新を推進する。

【補正の理由】
　国からの交付金の配分に応じて、本事業の進捗を図
るため、予算を補正し対応するもの。

【内容】
　公園施設改築更新
　　・弓ヶ浜公園公園施設（複合遊具、藤棚）　
　　　工事費  20,000千円



(単位：千円）

9 1 1

17

(単位：千円）

10 4 2

12
17

補正額の財源内訳
特定財源

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

少年消防クラブ防災教育
事業

防災安全課 消防費 消防費
非常備消防
費

1,037 600 1,637 600

事業の概要 補正の理由 補正額の特定財源の内訳 節
財源 財源名 金額 区分 金額
諸収入 自治総合センター助成金 600 備品購入費 600

根拠法令

補正額の財源内訳
特定財源

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

公民館施設等整備事業 地域振興課 教育費 社会教育費 公民館費 50,406 35,009 85,415 35,009

事業の概要 補正の理由 補正額の特定財源の内訳 節
財源 財源名 金額 区分 金額
国 新型コロナウイルス感染症対応地 35,009 委託料 26,222

方創生臨時交付金 備品購入費 8,787

根拠法令 社会教育法

事業名 所管課 款名称 項名称 目名称 補正前 補正額 計 一般財源

事業名 所管課 款名称 項名称 目名称 補正前 補正額 計 一般財源

【事業の概要】
　地域防災力の向上及び将来の地域防災の担い手育
成のため、少年消防クラブが防災訓練等の活動を行
うために必要な備品の整備を行う。

【補正の理由】
　自治総合センターが実施する令和4年度コミュニ
ティ助成事業に採択されたことから、少年消防クラブ
の活動支援のため、予算を補正し対応するもの。

【内容】
　ポータブルアンプ等放送機材一式　600千円

【事業の概要】
　市内各地区に設置された公民館について、利便性
の向上のためのICT等の環境整備を行う。

【補正の理由】
　withコロナ時代において、ICTを活用した非接触・
非対面での事業の実施を図るため、Wi-Fi環境等の整
備について、予算を補正し対応するもの。

【内容】
　市内各公民館（29館）において下記の整備を行う。
　　①オンライン講座の実施等に向けた館内のWi-Fi
　　　環境の整備　　　　　　　　　　　26,222千円
　　②非接触での鍵の受け渡しを行うためのキーポス
　　　ト及び防犯カメラの設置 　　　　　8,787千円　 
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補正額の財源内訳
特定財源

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

米子城・魅せる！プロ
ジェクト事業

文化振興課 教育費 社会教育費
文化財保護
費

11,972 4,676 16,648 4,676

事業の概要 補正の理由 補正額の特定財源の内訳 節
財源 財源名 金額 区分 金額
国 新型コロナウイルス感染症対応地 4,676 報償費 100

方創生臨時交付金 需用費 450
役務費 3,340
委託料 686
使用料及び 100
賃借料

根拠法令

補正額の財源内訳
特定財源

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

学校給食運営事業 学校給食課 教育費 保健体育費 給食施設費 449,870 700 450,570 700

事業の概要 補正の理由 補正額の特定財源の内訳 節
財源 財源名 金額 区分 金額

委託料 700

根拠法令

事業名 所管課 款名称 項名称 目名称 補正前 補正額 計 一般財源

事業名 所管課 款名称 項名称 目名称 補正前 補正額 計 一般財源

【事業の概要】
　令和4年元日のテレビ番組において、米子城からの
絶景が評価され「最強の城」に選ばれたことから、
番組内で注目を集めた「ダイヤモンド大山」及び米
子城の魅力を発信するための各種プロモーションを
実施する。

【補正の理由】
　10月の「ダイヤモンド大山」に向け、各種プロモー
ションを実施し、今後の観光施策につなげていくため
予算を補正し対応するもの。

【内容】
　デジタルサイネージ広告費　　  　3,300千円
　WEBサイト関係費　　 　　　　  　　550千円
　「ダイヤモンド大山」当日の諸費  　616千円
　仮設トイレ関係費　　　　　　　　  210千円

【事業の概要】
　新型コロナウイルス感染症の影響等により軽油の
価格が高騰していることから、学校給食輸送業務の
委託料について、軽油の価格高騰分を追加する。

【補正の理由】
　燃料価格の上昇により、経営に影響を受けている学
校給食輸送業務の受託者の負担を軽減し、学校給食の
安定的な輸送を確保するため、予算を補正し対応する
もの。

【内容】　
　学校給食輸送業務委託料（R元契約）
    増額　700千円 (36,850千円 → 37,550千円)
（積算）
　年間走行距離×軽油価格差分／輸送車両燃費
  　131,700km×30.8円/ℓ／5.8km/ℓ = 700千円
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補正額の財源内訳
特定財源

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

学校給食費物価高騰対策
事業

学校給食課 教育費 保健体育費 給食施設費 10,000 10,000 10,000

事業の概要 補正の理由 補正額の特定財源の内訳 節
財源 財源名 金額 区分 金額
国 新型コロナウイルス感染症対応地 10,000 負担金補助 10,000

方創生臨時交付金 及び交付金

根拠法令

事業名 所管課 款名称 項名称 目名称 補正前 補正額 計 一般財源

【事業の概要】
　新型コロナウイルス感染症の影響等により食材等
の価格が高騰していることから、保護者の給食費負
担軽減を図るため、物資の調達及び供給を行う米子
市学校給食会に対し、食材等の購入に係る経費のう
ち、価格高騰分を補助する。

【補正の理由】
　物価高騰による学校給食費の保護者負担を増やすこ
となく、これまで通りの栄養バランスや量を保った学
校給食を実施するため、予算を計上し対応するもの。

【内容】
　米子市学校給食会に対する補助金　　10,000千円
　対象食材：通年使用しているもので、価格差が明瞭
　　　　　　であるもの。
　　・牛乳　　　　　7,812千円
　　・調味料　　　　1,899千円
　　・その他食材　　　289千円
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